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(明橋大二 1万年堂出版 2005)~ というタイトルの本で、あることも象徴するように、
「子ども」そのもの、そして子どもと過ごす人々は「幸福Jであるということが、先取
り的なイメージとして、そしてそのイメージからの脱落という事態そのものまでもが、
「幸福j なものとして意味づけられている、と考えることができるでしょう。
このように、「子ども」と「幸福」の結び、っきは「近代(教育学)の産物」である、
ということを既に自明の理として受け取ることのできる現代にあっても、ますます「子
どもJと「幸福Jの結び、っきは強化され、そしてその結び、っき方は周到に張り巡らされ
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てきていると言えるのではないで、しょうか。
一方で、このような子ども観に対してそのフィクション性を指摘し、子どもを大人と
は異なる秩序を持った「他者」として、「幸福Jな子ども観とは異なる新たな、独特の
子ども像を提起する思想が確立されてきていることも確かです。そのように子どもを
「幸福j とし、った肯定的なイメージから解放された、独特の「他者」として見なす思想、
は、子どもの見せる日常的な振る舞いを受容し、理解することの助けにもなります。「他
者jとして子どもを見なすことで、子どもの前に置かれた人聞は、そこに無理に「幸福j
を探し出すことの困難を避けることもできます。
しかし、ここで考えてみるべきなのは、子どもと幸福の結びつきが、単なる近代の産
物であるという側面があったとしても、そして近年の諸雑誌がその先導的な役割を担っ
て子どもの周りの人間に子どもとし1う存在と幸福を結びつけさせ、その現実的な破綻を
育児書が事後的にまたカバーしていく、ということがひとつのからくりに見えたとして
も、そしてまた「他者」として子どもを見なすことで「幸福」な子ども像を描き直した
としても、それでもなお、子どもの見せる振る舞いに、幸福を感じるのはなぜなのか、
ということです。たとえ、日常的な物事が引き起こす疲労感のほうがずっとたくさん感
じるにしてもです。子どもの振る舞いの「何が」私たちに幸福な気持ちを引き起こすの
か。この「何が」ということはあまり論じられてはこなかったのではないでしょうか。
子どもとしづ存在を大人とは異なる独立した存在として大人と切り離すことに、 f幸
福な子ども」というイメージや、そして「他者としての子ども」という見方は貢献して
きました。しかし、大人と子どもとが関わり合いながら繰り広げられる日常生活のなか
で、子どもと大人というものを繋ぐもの、としてこの「幸福j というものを見ていくこ
ともできるのではないでしょうか。むしろ私たちが子どもの振る舞いに何か幸福を嘆ぎ
取るとき、それは大人や子どもといった役割や区分を超えて、「人間j というものの幸
福とはどのようなものなのか、を考える助けとなるようなものなのかもしれません。そ
のためには、子どもという「存在jの特殊性やそのイメージを見ていくことよりも、子
どもが見せる「振る舞しリそのものや、具体的な「現象」そのもののいったい「何が」、
見る人に「幸福Jを呼び起こすのか、を見ていくことが必要となるでしょう。
これは確定することのとても困難な作業となるでしょうが、そのひとつにはあるだろ
うと思われるのは、子どもが見せる「やるべき時にやるべき事をやっているj という姿
です。「欲求と行動の調和」と言ってもよし、かもしれませんが、朝起きてから寝るまで
繰り広げられる様々な「遊びjにおいて、全く迷いなく対象を選び取り、そこに没頭し
きって、突如すっきりときっぱりと別の対象を目指していくその過程は、欲求と行動が
連鎖していく見事な流れを持ったものです。その見事な流れは一見ちぐはぐな断絶され
たものに見え、「他者jとして子どもを捉えるという視線は、このようなちぐはぐさを、
大人には理解できないが子ども独自の秩序あるものだ、とすることで評価し、そしてそ
うすることによって子ども/大人の境界をより強化してきました。しかし、その場を共
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有することで、子どもが見せる現象が引き起こすそのスピード感のようなものに捕らえ
られるとき、それは何も大人と子どもを分離するような子ども独自のものではなく、人
間としづ存在が作り出す秩序として感じることのできるものではないでしょうか。それ
は遊びゃ生理的な欲求の表現においてだけではなく、風邪をひいたり幼児期の伝染病な
どにかかったときの経過のしかたにも見ることができます。そのような時の、病前・病
中・病後の子どものばらばらに見える様々な欲求や行動が、身体の不調を経過させるた
めにうまく働いているところを見ると、やはりその見事さに「子ども」という小さな身
体を持った人間への憧憶にも似た感覚を覚えることがあります。このような憧憶は「子
どもJという独特の存在に向けられているというよりは、「人間」というものの作り出
す見事な流れに対して向けられている、と見ることもできるのではないでしょうか。そ
の時、大人が子どもに対して距離をとって感覚するものとしてではなく、自らをその内
に含む「人間Jとしづ存在の見事さに、私たちは「幸福Jを感じているとも見ることが
できます。そしてそれは、「子どもJとしづ人為的に括られた存在に対して持つ「幸福J
感が人為的に「作られてJきたものである と知識として受け取ることがいくらできた
としてもなお、子どもに幸福感をかきたてられ続けている、という不思議さを解き明か
すひとつの視点となりうるのではないでしょうか。子どもと大人としづ境界線を強化し
てきた「幸福」というものを、これを無化し、つないでいくもの、として見てし、く可能
性がここから開けてくるかもしれません。
3. 結びに代えて
以上の三つの観点からアプローチすることによって見えてきたのは、幸福や死生の問
題に関して現代においてもなお支配的であるのは、「主体j が生きる・死ぬという死生
観や、「健康=幸、病=不幸」という枠組みに基づく幸福観、自/他というこ項対立を
前提した上に成り立つ幸福観に依拠する言説だ、ということである。このような言説を分
析することを通して、これらの見方からは漏れ落ちていた、自と他のつながりのなかに
ある死生観や、関わり合いのなかで生じる幸福、与えられた状況で「なんとかやってい
くJといった知恵のうちにある幸福感を含めて、幸福や死生について考えていくことの
重要性が確認された。このような意味で、今回の研究成果を踏まえて今後は、例えば生
老病死の捉え方や向き合い方はそもそも文化によって多種多様で、あったこと、そして各
文化に生老病死をうまく受け入れたり、経過させたりする知恵が日常にあっただろうと
いうことから、国や地域ごと、あるいは時代ごとの比較作業を通してそれらを明らかに
し、そこから幸福や死生を、多様な様相のもとに捉えていくことが必要であると考える。
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